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津波浸水想定のポイント

１ 最新の知見（R2年に国から示されたもの）
２ 最新の地形データ（復興事業を反映）
３ 悪条件が重なった場合の想定



１．東日本大震災津波後の津波防災について 2

「安全の確保」：津波対策の基本的な考え

■ 岩手県東日本大震災津波復興計画 復興基本計画

復興に向けた３つの原則 ： 「安全の確保」、「暮らしの再建」、「なりわいの再生」



１．東日本大震災津波後の津波防災について 3

■ 津波対策の考え方（堤防高の設定）

ハード（防潮堤・水門等）で守る。 ハード＋ソフト（住民避難、まちづくり等）
で防災・減災対策

頻度の高い津波の高さから
防潮堤・水門の高さを設定

→山田町は「明治三陸地震」を基に設定しています。

まちづくり 避難

ハード対策

→避難に役立てるための
「津波浸水想定」を設定・公表しました。

 



１．東日本大震災津波後の津波防災について 4

■ 水門・防潮堤等の高さ設定

防潮堤等の高さ ＝
①頻度の高い津波（L1）の高さ ＋ ②せり上がり ＋ ③1.0m（余裕分）

（明治三陸地震）

①頻度の高い津波（L1）の高さ

②せり上がり

③1.0m（余裕分）



１．東日本大震災津波後の津波防災について 5

■「粘り強い構造」での整備

傾斜堤の構造(例)

鋼管杭

直立堤の構造(例)

海側 陸側



２．津波浸水想定について
2-1 津波防災地域づくりに関する法律
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「津波防災地域づくりに関する法律」（平成23年12月）

津波浸水想定
・最大クラスの津波を想定し、悪条件下を前提に浸水の区域及び水深を設定するもの。

津波浸水想定の設定にあたっては、シミュレーション計算を実施しました。

①対象地震
明治三陸 昭和三陸 東日本

大震災
日本海溝 千島海溝

過去に県内で発生した最大クラスの津波 今後起こりうる最大クラスの地震

③計算メッシュ

②浸水範囲の
イメージ

① ●●地震
浸水域分布

② ▲▲地震
浸水域分布

浸水域分布
重ね合わせ（①＋②）
（最大５つの重ね合わせ）

複数の最大クラスの浸水域を重ね合わせ

5mメッシュにより計算

④計算条件 悪条件下で計算

地域ごとに
選定

 



２．津波浸水想定について
2-2 主な計算条件（最大クラスの津波を発生させる地震）
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表 最大クラスの津波を発生させる地震の設定結果

地域海岸

最大クラスの津波（L2津波）を発生させる地震

明治三陸
地震

昭和三陸
地震

東北地方
太平洋沖
地震

日本海溝
(三陸・
日高沖)

地震

千島海溝
(十勝・
根室沖)

地震

1 洋野～久慈北海岸 ● ● ● ●

2 久慈湾 ● ● ● ●

3 久慈南海岸 ● ● ● ●

4 野田湾 ● ● ● ●

5 普代海岸 ● ● ●

6 田野畑海岸 ● ● ●

7 岩泉海岸 ● ● ●

8 田老海岸 ● ● ●

9 宮古湾 ● ● ●

10 重茂海岸 ● ●

11 山田湾 ● ●

12 船越湾 ● ●

13 大槌湾 ● ●

14 両石湾 ● ● ●

15 釜石湾 ● ● ●

16 唐丹湾 ● ● ●

17 吉浜湾 ● ● ● ● ●

18 越喜来湾 ● ● ●

19 綾里湾 ● ● ● ● ●

20 大船渡湾外洋 ● ●

21 大船渡湾 ● ●

22 大野湾 ● ●

23 広田湾外洋 ● ●

24 広田湾 ●

海岸線や湾の向きで
津波の大きさが異なる東日本

大震災
日本海溝

地震
千島海溝

地震



２．津波浸水想定について
2-2 主な計算条件（最大クラスの津波を発生させる地震）
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２．津波浸水想定について
2-2 主な計算条件（計算格子間隔(メッシュサイズ)）
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2.3m
1.7m 1.4m
2.7m 2.6m

山すそ部や狭窄部など急勾配箇所で最大浸水深の差が大きくなる傾向。

①10mメッシュモデル ② ５mメッシュモデル

精度よく計算するためにより細かいメッシュ（5m）で計算しています。



２．津波浸水想定について
2-2 主な計算条件（悪条件とは）
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「なんとしても人命を守る」ために、可能な限り「想定外」を無くす。
 考えられる「悪条件」により計算しています。

①潮位

満潮位

→震災時は干潮 ⇒ 今回の計算では震災時よりも1ｍ程度高い潮位としています。

計
算
の
流
れ

②地震

更なる広域地盤沈下

→地震による全域的な地盤の沈下を考慮しています。

地震による構造物の沈下・破壊

→耐震性の無い構造物は沈下・破壊する条件としています。

※震災後に整備した水門・防潮堤等は耐震性があるため、沈下・破壊しない条件としています。

③津波

津波が防潮堤・水門等を越えた時点で破壊する条件としています。

海側 陸側

津波

海側 陸側

津波

海側 陸側

津波

越流

破
壊

破
壊



浸水想定図に掲載する事項は、
①最大浸水域、②最大浸水深、③留意事項、沿岸代表地点における④最大津波水位、

⑤影響開始時間、⑥第一波・最大波到達時間を掲載

①最大浸水域

②最大浸水深

②最大浸水深の凡例

③留意事項

④最大津波水位
⑤影響開始時間

参考事項の説明

代表地点

位置図

横断イメージと
用語等の説明

３．公表資料について
公表資料①「浸水想定図」： 掲載内容と割付イメージ
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⑥第一波・最大波到達時間



３．公表資料について
公表資料①「浸水想定図」： 代表地点について
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市町村 No. 代表地点名
最大津波水位

（T.P.+,ｍ）

影響開始時間

（±20㎝）
第一波到達時間 最大波到達時間

浸水想定図

掲載ページ

60 大沢漁港（浜川目地区） 8.5 3分 26分 33分

61 大沢漁港 8.6 4分 27分 38分

62 山田漁港 9.4 4分 27分 37分

63 織笠川河口 9.7 16分 27分 37分

64 船越漁港（浦の浜地区） 12.7 4分 27分 37分

65 船越漁港 13.5 10分 24分 33分

66 大浦漁港 8.5 12分 27分 35分 24

67 小谷鳥漁港 17.5 5分 20分 30分 25

山田町

22

23

凡 例
：山田町内の最大津波水位の最大値、第一波・最大波到達時間の最速値



３．公表資料について
（参考）東日本大震災との比較

13

震災時の浸水範囲よりも広がる傾向
⇒悪条件下で計算しているため

・満潮位
・更なる広域地盤沈下
・地震による構造物の沈下・破壊
・津波が防潮堤・水門を越えた時点で破壊



津波が防潮堤を越えても壊れない場合等を参考として計算したものです。
避難を考える場合は、本資料ではなく、悪条件下の津波浸水想定を用いる必要があ
ります。

①最大浸水域

②最大浸水深

②最大浸水深の凡例

③留意事項

位置図

横断イメージと
用語等の説明

④参考であることの表記

３．公表資料について
公表資料② 「浸水想定図（破堤なし）」[参考公表] ： 公表図掲載内容
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